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研究成果の概要：海水湖毎に亜種にまで分化したタコクラゲに共生している渦鞭毛藻類

（Symbiodinium spp.）も宿主同様、遺伝的に分化しているかどうかを葉緑体コード遺伝子 psbA

ミニサークル DNA の非コード領域を分子マーカーとして集団遺伝学的に調査した。その結果、

宿主の分化（亜種）よりもむしろ海水湖毎に固有のハプロタイプ（主要ハプロタイプとそれと

１ないし２塩基異なる派生ハプロタイプ）が存在することが判明した。海水湖の地理的隔離の

程度に依存して集団の遺伝的分化が振興していると理解できた。 
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１．研究開始当初の背景 
 パラオ共和国ロックアイランド地区のサ
ンゴ礁隆起で形成された群島には５２の海
水湖が湖存在する。それらは湖でありながら、
湖水の塩分濃度が海水のそれに近く、生育す
る動植物は全て海産または汽水産であり、現
存量は外洋と差はないものの、種組成は単純
である。これらの海洋生命系は外洋から地理
的に隔離され、ほとんどは形態や行動が変異
し、固有の進化を遂げているように見えた。
しかし、海藻をはじめとする植物生命系の遺
伝的変異を調査してみると、形態ほどの変異
はなく、湖内外の集団間に大きな遺伝的差異

は確認できなかった。それが実際に固有進化
していなかったのか、調査に用いた分子マー
カーの分解能の問題なのか、不詳のままであ
った。そこで、これまでのパラオ海水湖の調
査で、５湖から亜種に分化したタコクラゲ
（Dawson & Hamner 2005）を採取していた。
それらは細胞内に渦鞭毛藻類を共生させて
いることは知られており、この藻類を対象に
海水湖内の植物生命系の固有進化の形跡を
把握できるのではないかとの作業仮説を立
てそれらの固有進化の形跡追究の研究を開
始した。 
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２．研究の目的 
 亜種に分化したタコクラゲの共生藻類の
固有進化を検証するために、渦鞭毛藻類特有
の葉緑体コードpsbA遺伝子ミニサークルDNA
の非コード領域の塩基配列に基づき、パラオ
の各海水湖、海水湖近傍の外洋、および日本
の外洋から採集したタコクラゲに共生して
いる藻類集団の遺伝的多様性を調査した。 
 
３．研究の方法 
 分子マーカーとした葉緑体コード psbA 遺
伝子ミニサークル DNA の非コード領域を PCR
により共生藻を含んだタコクラゲ体から抽
出し、挿入・欠失部分を全て取り除いた４２
２ｂｐで、系統解析を行った。 
 
４．研究成果 
（１）調査した９湖全てから、固有のハプロ
タイプ（主要と派生）が検出され、それらは
外洋のハプロタイプとは明らかに異なって
いた。 
（２）海水湖の地理的隔離の程度に依存して、
海水湖内外、及び僅かであるが、海水湖間で
遺伝子交流の形跡が認められた。また、日本
の集団は海水湖の内外を問わず、パラオの集
団とは１０塩基以上の違いが認められた。 
（３）以上の結果から、共生藻類集団は海水
湖毎に固有進化していることは、海水湖毎に
固有のハプロタイプが出現したことで確認
できた。 
（４）しかもそれらのいずれも、主要ハプロ
タイプと派生ハプロタイプで構成されてい
ることから、まさに遺伝的分化が振興してい
ると理解できた。 
（５）いくつかの海水湖で、外洋のハプロタ
イプの混在が認められた。これは海水湖の地
理的隔離の程度によるものと解釈できた。 
（６）また、湖内固有のハプロタイプのみの
海水湖ではそれらが湖外へ流出している形
跡を確認した。 
（７）パラオ海水湖から共生藻類を未だ取り
込んでいないプラヌラ幼生を日本に持ち帰
り、成体まで飼育した試料（共生総理保持）
を分析した結果、プラヌラ幼生を採取した海
水湖のハプロタイプのみが検出された。今後
実験、飼育条件を整え、タコクラゲと共生藻
類の共生関係が成立する過程の詳細を追究
する計画である。 
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